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新
制
度
の
学
校
２

　

昭
和　

年
（
１
９
４
５
年
）
８

２０

月　

日
、
長
く
悲
惨
な
戦
争
が
終

１５
結
し
、
日
本
は
困
難
な
再
建
へ
の

道
を
歩
み
始
め
ま
す
。
前
回
は
新

制
久
留
米
中
学
校
の
開
校
を
取
り

上
げ
ま
し
た
が
、
今
回
は
戦
後
の

小
学
校
の
変
遷
を
み
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

久
留
米
小
学
校
の
再
生

　

終
戦
後
、
小
学
校
の
教
科
書
の

一
部
を
墨
で
塗
り
つ
ぶ
し
て
使
っ

た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
最
も
困
難

な
時
代
を
過
ぎ
、
昭
和　

年
（
１

２２

９
４
７
年
）
３
月　

日
に
「
教
育

３１

基
本
法
」
が
公
布
さ
れ
、
４
月
１

日
か
ら
新
学
制
の
小
学
校
が
誕
生

し
ま
し
た
。
戦
時
下
に
国
民
学
校

と
改
称
さ
れ
た
小
学
校
は
、
新
制

度
の
も
と
で
村
立
久
留
米
小
学
校

と
し
て
再
生
し
た
の
で
す
（
写
真

１
）。

　

当
時
の
久
留
米
村
の
公
立
小
学
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し
て
新
た
に
東
分
校
と
し
ま
し

た
）。
旧
東
分
教
場
の
建
物
は
、

不
足
し
て
い
た
久
留
米
中
学
校
の

校
舎
と
し
ま
し
た
。
旧
東
分
教
場

は
、
戦
後
新
制
中
学
校
と
な
っ
た

旧
都
立
久
留
米
青
年
学
校
の
東
隣

に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う

な
交
換
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。
新
た
な
東
分
校

は
、
１
年
生
か
ら
３
年
生
を
中
心

に
４
年
生
２
学
級
を
加
え
て
、
８

学
級
３
７
４
名
の
児
童
数
と
な
り

ま
し
た
。

　

旧
村
役
場
に
隣
接
す
る
前
沢
の

西
分
教
場
は
そ
の
ま
ま
西
分
校
と

な
り
、
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で

の
各
１
学
級
１
４
０
名
の
学
び
舎

と
な
り
ま
し
た
。
昭
和　

年
度
の

２５

児
童
数
は
、三
つ
の
教
場
で
、合
計

　

学
級
１
０
８
１
名
（
男
子
５
７

２３７
名
・
女
子
５
０
４
名
）
で
し
た
。

　

戦
後
の
教
育
内
容
の
改
革
は
、

「
教
育
基
本
法
」
に
明
記
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で

は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら

れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の

例
と
し
て
昭
和　

年
の
久
留
米
小

２５

学
校
の
「
学
校
要
覧
」
が
あ
り
ま

す（
写
真
３
）。
新
学
制
か
ら
３
年

後
の
も
の
で
あ
り
、
最
も
古
い

「
学
校
要
覧
」の
一
つ
で
し
ょ
う
。

　

ペ
ー
ジ
の
ガ
リ
版
刷
り
で
、
わ

２０ら
半
紙
が
使
わ
れ
、
ホ
チ
キ
ス
止

め
に
な
っ
て
い
ま
す
。
内
容
は
、

学
校
運
営
の
基
本
方
針
・
学
校
の

沿
革
・
校
地
校
舎
・
字
別
児
童
数
・

校
舎
使
用
図
・
学
校
行
事
計
画
表
・

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
身
体
の
全
国
平
均
と
の

比
較
な
ど
で
す
。
な
か
で
も
、
学

校
運
営
の
基
本
方
針
に
は
、「
児

童
の
環
境
と
心
身
の
発
達
に
即
し

た
学
習
の
指
導
」、「
豊
か
な
情
操

と
明
朗
な
人
間
を
育
成
す
る
」、

「
文
化
と
平
和
を
愛
し
民
主
的
な

社
会
を
構
成
す
る
人
間
を
育
成
す

る
」
な
ど
、
戦
後
の
民
主
的
な
社

会
を
目
指
す
教
育
の
考
え
方
が
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
久
留
米
村
に
お
い
て

校
は
久
留
米
小
学
校
の
み
で
し
た

が
、
教
場
は
前
沢
（
中
央
町
六
丁

目
）
の
本
校
（
現
第
一
小
学
校
）、

南
沢
（
中
央
町
一
丁
目
）
の
東
分

教
場
、
前
沢
（
八
幡
町
二
丁
目
）

の
西
分
教
場
の
３
か
所
が
あ
り
、

児
童
数
は
昭
和　

年
に
す
で
に
１

１９

０
０
０
名
を
超
え
て
い
ま
し
た
。

　

戦
後
の
小
学
校
の
再
生
に
つ
い

て
、
そ
の
施
設
面
か
ら
み
る
と
、

三
つ
の
教
場
の
再
編
が
行
わ
れ
た

の
が
大
き
な
特
徴
で
す
（
前
号
の

地
図
参
照
）。

　

前
沢
の
本
校
で
は
、
昭
和　

年
２３

６
月
に
旧
校
舎
３
棟
の
移
築
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
旧
校
舎
は
、

明
治　

年
（
１
９
０
３
年
）
か
ら

３６

　

年
に
小
金
井
街
道
を
挟
ん
だ
元

４４の
久
留
米
尋
常
高
等
小
学
校
の
場

所
に
コ
の
字
型
に
建
て
ら
れ
た
３

棟
で
、
そ
の
旧
校
舎
を
移
築
し
て

本
校
舎
の
南
側
に
一
列
に
配
置
し

た
も
の
で
す
。
そ
の
結
果
、
本
校

舎
６
教
室
に
旧
校
舎
６
教
室
の　
１２

教
室
に
拡
張
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

移
築
途
中
の
情
景
を
米
軍
撮
影
の

空
中
写
真
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す（
写
真
２
）。
移
築
は
３
段
階
に

分
け
て
行
わ
れ
、
こ
の
写
真
で
は

旧
北
校
舎
は
す
で
に
新
し
い
場
所

に
移
築
済
み
で
、
そ
の
西
側
に
旧

西
校
舎
の
基
礎
が
で
き
て
い
ま

す
。
最
終
的
に
は
そ
の
西
側
に
旧

南
校
舎
を
移
し
て
一
列
に
連
結
し

て
、
本
校
舎
と
並
ん
で
東
西
に
細

長
い
２
列
の
校
舎
と
し
た
の
で

す
。
昭
和　

年
（
１
９
５

２５

０
年
）の
資
料
に
よ
れ
ば
、

１
年
生
か
ら
３
年
生
各
１

学
級
、
４
年
生
２
学
級
、

５
年
生
４
学
級
、
６
年
生

３
学
級
の
合
計
５
６
７
名

の
児
童
が
こ
の
前
沢
の
本

校
で
学
び
ま
し
た
。

　

南
沢
の
東
分
教
場
は
、

昭
和　

年
５
月
に
４
０
０

２５

ｍ
ほ
ど
西
の
現
在
の
第
三

小
学
校
の
所
に
新
築
し
た

校
舎
で
東
分
校
と
し
て
出

発
し
ま
し
た
（
前
年
に
当

初
中
央
分
教
場
と
し
て
建

築
し
、
東
分
教
場
と
合
併

も
、
新
制
度
に
よ
る
小
学
校
や
中

学
校
が
誕
生
し
、
そ
の
後
の
教
育

へ
の
基
礎
が
築
か
れ
た
の
で
す
。

　

高
度
成
長
期
の
学
校

　

久
留
米
村
が
大
き
く
変
化
す
る

の
は
、
東
京
郊
外
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ

ン
と
し
て
変
貌
す
る
日
本
の
高
度

成
長
期
で
あ
る
昭
和　

年
代
以
降

３０

で
す
。
昭
和　

年（
１
９
５
６
年
）

３１

８
月
１
日
に
北
多
摩
郡
で
は
最
も

遅
く
町
制
を
施
行
し
、
久
留
米
町

と
な
り
ま
す
。
そ
の
当
時
の
人
口

は
約
１
万
人
で
し
た
。
そ
の
後
、

昭
和　

年
の
ひ
ば
り
が
丘
団
地
を

３４

皮
切
り
に
、
東
久
留
米
団
地
・
滝

山
団
地
・
久
留
米
西
団
地
な
ど
次

々
に
大
規
模
住
宅
が
建
設
さ
れ
、

市
制
施
行
直
前
の
昭
和　

年
（
１

４５

９
７
０
年
）
１
月
に
は
７
万
８
千

人
の
日
本
一
人
口
の
多
い
町
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
て
同
年

　

月
１
日
に
東
久
留
米
市
が
誕
生

１０し
ま
す
。
東
久
留
米
市
の
名
称
は

当
時
の
自
治
省
の
意
向
に
よ
る
九

州
の
福
岡
県
久
留
米
市
と
の
市
名

の
重
複
を
避
け
る
た
め
も
あ
り
、

長
年
親
し
ま
れ
て
き
た
東
久
留
米

駅
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
町
制
施
行
か
ら
市
制

施
行
ま
で
の　

年
間
の
人
口
増
加

１４

は
実
に
約
８
倍
に
及
び
、
当
時
と

し
て
は
記
録
的
な
数
値
で
し
た

（
現
在
も
こ
の
人
口
増
加
率
を
超

え
た
市
町
村
は
な
い
と
い
い
ま

す
）。

　

こ
の
都
市
化
に
伴
う
人
口
増
加

で
最
も
影
響
を
受
け
た
の
が
教
育

施
設
の
不
足
で
し
た
。
そ
れ
に
対

応
す
る
た
め
、
東
久
留
米
市
で
は

昭
和　

年
か
ら　

年
ま
で
に　

校

３５

５４

１５

の
小
学
校
と
、
５
校
の
中
学
校
が

開
校
し
ま
し
た
。
特
に
昭
和　

年
５０

度
に
は
、
３
校
の
小
学
校
が
建
設

さ
れ
て
い
ま
す
。
各
小
中
学
校
の

開
設
年
度
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

昭
和　

年
度　

第
二
小
▼
昭
和

３５

　

年
度　

第
三
小
▼
昭
和　

年
度

３７

３８

　

第
四
小
・
東
中
▼
昭
和　

年
度

３９

　

第
五
小
▼
昭
和　

年
度　

第
六

４１

小
▼
昭
和　

年
度　

第
七
小
・
西

４３

中
▼
昭
和　

年
度　

第
九
小
▼
昭

４５

和　

年
度　

第
八
小
▼
昭
和　

年

４６

４７

度　

第
十
小
・
南
中
▼
昭
和　

年
４９

度　

小
山
小
・
大
門
中
▼
昭
和　
５０

年
度　

神
宝
小
・
滝
山
小
・
南
町

小
▼
昭
和　

年
度　

本
村
小
▼
昭

５１

和　

年
度　

下
里
小
・
下
里
中
▼

５３
昭
和　

年
度　

中
央
中
（
学
校
教

５９

育
要
覧
か
ら
）

　

こ
の
よ
う
な
郊
外
型
の
都
市
化

に
伴
う
環
境
変
化
は
東
久
留
米
市

に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
日
本
の
高
度
成
長
期
は
多
く

の
自
治
体
が
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に

直
面
し
た
時
代
で
も
あ
っ
た
の
で

す
。
時
は
移
り
、
現
在
は
少
子
高

齢
化
と
い
う
新
た
な
社
会
的
課
題

と
向
き
合
う
時
代
と
な
り
ま
し

た
。
学
校
は
、
そ
の
時
代
の
影
響

を
真
正
面
か
ら
受
け
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
な
か
で
児
童
・
生
徒

の
よ
り
良
い
教
育
環
境
を
模
索
し

て
き
た
の
が
学
校
の
歴
史
で
あ
っ

た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

シ
リ
ー
ズ
「
東
久
留
米
の
学
校

史
」
は
今
回
で
終
了
し
ま
す
（
本

文
は
山
崎　

丈
・
市
文
化
財
保
護

審
議
会
委
員
に
よ
る
）。

　

詳
し
く
は
生
涯
学
習
課
文
化
財

係
☎
４
７
２
・
０
０
５
１
へ
。

 　
〔
教
育
委
員
会
委
員
が

　
　
　
　
　

再
任
さ
れ
ま
し
た
〕

　

令
和
元
年
第
３
回
市
議
会
定
例

会
に
お
い
て
、
細
田
初
雄
氏
が
再

任
さ
れ
ま
し
た
（
任
期
は
令
和
元

年　

月
１
日
〜
令
和
５
年
９
月　

１０

３０

日
の
４
年
間
、
略
歴
は
以
下
の
と

お
り
）。
高
校
野
球
解
説
者
・
農
業

経
営
、
元
関
東
高
等
学
校
、
成
蹊

教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教
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動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
きききききききききききききききききききききききききききききききききき

大
学
及
び
駒
場
学
園
高
等
学
校
の

野
球
部
監
督
。

　

再
任
に
当
た
り
、
細
田
委
員
に

決
意
を
伺
い
ま
し
た
。

 　
「
言
う
ま
で
も
な
く
、
子
ど
も

た
ち
が
小
・
中
学
校
で
過
ご
す
時

間
は
、
知
識
を
広
く
身
に
付
け
、

将
来
に
向
け
て
基
礎
を
固
め
る
大

切
な
と
き
で
す
。
自
分
の
子
ど
も

の
こ
ろ
よ
り
も
、
今
の
子
ど
も
た

ち
は
変
化
の
激
し
い
時
代
を
た
く

ま
し
く
生
き
抜
く
力
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。「
生
き
抜

く
」
と
い
う
言
葉
に
は
「
生
き
る
」

よ
り
も
、
も
っ
と
主
体
的
で
力
強

い
精
神
力
が
求
め
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
。
私
の
子
ど
も
時
代
に
は
な

い
言
葉
で
す
。

　

さ
て
、「
生
き
抜
く
」
力
と
は
ど

の
よ
う
に
育
（
は
ぐ
く
）
ま
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
。
学
校
だ
け
で

も
、
家
庭
だ
け
で
も
無
理
で
す
。

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
、

信
頼
で
き
る
関
係
を
築
い
て
い
か

な
い
と
、
望
ま
し
い
教
育
環
境
は

成
り
立
っ
て
い
き
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
特
に
、
学
校
と
家
庭
の

連
携
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
と
、
こ
の
４
年
間
、
教
育
委
員

を
務
め
て
つ
く
づ
く
感
じ
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
身
体
が
大
き

く
成
長
し
、
併
せ
て
、
自
己
を
認

識
す
る
と
き
で
す
。
も
の
の
見
方

や
考
え
方
も
変
わ
り
、
友
人
関
係

や
行
動
範
囲
も
広
が
る
と
と
も

に
、
急
激
な
変
化
に
自
分
自
身
が

追
い
つ
か
ず
、
心
身
の
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
る
心
配
が
あ
り
ま
す
。
学

校
と
家
庭
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
子
ど
も
た
ち
を
し
っ
か
り
見
つ

め
、
協
同
し
て
子
ど
も
を
見
守
る

こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
発
言
し

て
い
き
た
い
で
す
し
、
子
ど
も
た

ち
の
学
力
、
安
全
対
策
に
教
育
委

員
と
し
て
力
を
注
ぎ
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
年
の
２
０
２
０
年
は
オ
リ
ン

細田委員

　

↓
久
留
米
小
学
校

（
昭
和　

年
当
時
）

２６

　

↓
旧
校
舎
移
築
中
の
様
子　

１
９
４
８
年
撮
影
米
軍
空
中
写
真

（
Ｕ
Ｓ
Ａ
−
Ｍ
８
７
１
−
１
６
４
部
分
）・
国
土
地
理
院
・
矢
印
追
加
。

本
校
舎
の
南
側
に
移
転
中
の
旧
校
舎
の
様
子
が
分
か
り
ま
す
。
旧
北

校
舎
は
移
築
済
み
、
旧
西
校
舎
は
基
礎
の
み
で
建
物
は
未
移
築
、
旧

南
校
舎
は
移
築
前
。
南
北
の
道
が
小
金
井
街
道
で
、
す
ぐ
北
側
が
前

沢
宿
。

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

催
さ
れ
る
年
で
す
。「
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
」

で
は
、
人
間
の
尊
厳
の
保
持
に
重

き
を
置
く
、
平
和
な
社
会
と
奨
励

す
る
こ
と
を
目
指
し
、
ス
ポ
ー
ツ

を
人
類
の
調
和
の
と
れ
た
発
展
に

役
立
て
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
と

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
開
催
を
き
っ

か
け
に
、
子
ど
も
た
ち
が
世
界
の

多
様
性
を
尊
重
し
、
共
生
社
会
の

実
現
や
国
際
社
会
の
平
和
と
発
展

に
貢
献
で
き
る
人
間
に
子
ど
も
た

ち
が
成
長
し
て
く
れ
る
と
い
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
選
手
の
活

躍
だ
け
で
は
な
く
、
大
会
を
支
え

る
多
く
の
方
々
の
熱
き
思
い
が
、

大
会
を
成
功
さ
せ
る
大
き
な
要
因

に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
大
き
く

成
長
す
る
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と

を
望
み
ま
す
。」

　
〔
教
育
委
員
会
の
審
議
結
果（
議

案
）〕令
和
元
年
６
月　

日
に
開
催

１４

し
た
第
６
回
定
例
会
か
ら
、
令
和

２
年
２
月
７
日
に
開
催
し
た
第
２

回
定
例
会
ま
で
の
審
議
内
容
及
び

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

指
定
管
理
者
の
指
定
１
件
、
委

員
の
委
嘱
２
件
、
条
例
の
制
定
依

頼
３
件
、
規
則
・
規
程
の
改
正　
１２

件
、
予
算
３
件
、
点
検
評
価
報
告

書
の
策
定
・
事
業
計
画
の
策
定
等

４
件
、
教
科
書
採
択
３
件
、
生
徒

表
彰
１
件
、
文
化
財
の
指
定
（
諮

問
）
１
件
、
請
願
１
件
、
校
長
・

副
校
長
の
人
事
及
び
教
育
委
員
会

人
事
４
件
、
議
決
の
取
り
消
し
１

件
、
臨
時
代
理
の
承
認
１
件
。
い

ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
〔
教
育
委
員
会
は
傍
聴
で
き
ま

す
〕
非
公
開
の
議
案
及
び
報
告
な

ど
を
除
い
て
、
教
育
委
員
会
の
会

議
は
傍
聴
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

日
程
変
更
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
傍
聴
さ
れ
る
方
は
教
育

総
務
課
庶
務
係
☎
４
７
０
・
７
７

７
５
に
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
願

い
ま
す
。
※
議
事
録
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
図

書
館
等
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

写真１

　↑学校要覧（昭和２５年７月）久留米
小学校・市郷土資料室所蔵

写真３

写真２

　２ページの設問の
回答です。
〔算数〕２１６平方cm
〔社会科〕エ
〔英語〕ア
〔数学〕−１／９
「えっ」と首をひね
った大人はいらっし
ゃいますか…。
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中
央
図
書
館
は
開
館
か
ら　

年
４０

以
上
が
経
過
し
て
お
り
、
施
設
の

老
朽
化
へ
の
対
応
等
に
向
け
て
、

令
和
２
年
度
に
大
規
模
改
修
工
事

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
の
当
初
予
算
が
成

立
し
た
際
は
、
工
事
の
実
施
に
あ

た
り
、
６
月
以
降
、
長
期
間
の
休

館
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
中
央

図
書
館
以
外
の
地
区
館
３
館
は
通

常
ど
お
り
開
館
す
る
ほ
か
、
休
館

中
の
対
応
も
検
討
中
で
す
。

　

詳
細
は
令
和
２
年
度
予
算
が
成

立
後
、
広
報
ひ
が
し
く
る
め
及
び

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

詳
し
く
は
図
書
館
☎
４
７
５
・

４
６
４
６
へ
。 中央図書館では

大規模改修工事
を行います

　

い
じ
め
や
勉
強
な
ど
の
学
校

生
活
の
悩
み
は
、
一
人
で
悩
ん

で
い
な
い
で
、
教
育
相
談
室
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
（
開
設
時
間

は
直
接
お
問
い
合
わ
せ
を
）。

　

◎
中
央
相
談
室
（
教
育
セ
ン

タ
ー
内
）☎
４
７
３
・
３
６
６
７

　

◎
滝
山
相
談
室（
西
中
隣
り
。

今
年
の
４
月
か
ら
、
西
部
地
域

セ
ン
タ
ー
内
に
移
転
し
ま
す
）

☎
４
７
５
・
８
９
０
９

《
教
育
相
談
室
の

　
　
　
　

ご
利
用
を
》

〜
先
ず
は
お
話
し

し
て
み
よ
う


